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首都圏にしせんぼく会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月１日発行    

― 大仙市役所西仙北支所 〒019-2192 大仙市刈和野字本町 5番地 ☎ 0187-75-1111(代表) ― 

●「健康“めぇるが（見える化）”測定・相談会」にぜひお申込みください！ 

  

 

【問い合わせ・申し込み】高齢者包括支援センター ☎0187-63-1111（内線 198） 

☆「大綱
 つ な

の里」２２周年祭開催！☆ 
●日時：１１月３日(月・祝) 午前９時～午後４時 

●会場：西仙北地域産物加工販売施設「大綱の里」 

●内容 

・地元野菜を使った特製豚汁の振る舞い（午前１０時半～ 限定１００食） 

・地元の生産者による新作お菓子販売 

 ・野菜・果物の特売、新作お惣菜販売 

 ・野菜・果物の詰め放題もあります！ 
【問い合わせ】 
西仙北支所農林建設課 ☎0187-75-2966 

 

 

 

大綱の里インスタグラムは 

こちらの二次元コードからチェック↓ 

 

 

「健康“めぇるが（見える化）”測定・相談会」では、体力測定や口腔機能チェックなど健康測

定を行います。測定を通して今の健康状態を確認してみませんか。参加者は健幸ポイント１０

ポイントもらえます！ 

 日時：令和７年１１月２８日（金） 午前９時３０分～１２時 

場所：大綱交流館 

対象：大仙市在住の概ね６５歳以上の方 

   市のサークル等で体力測定をしていない方が対象となります。 

内容：体力測定、口腔機能チェック、塩分チェック、軽体操等 

定員：先着２０名 

 

 詳細はこちらの二次元コードから！⇒ 

 

 

 令和７年１０月１1 日（土）東京都千代田区アルカディア市ヶ谷にて、

来賓を含む８７名が参加し、首都圏にしせんぼく会第３０回総会と懇親

会が開催されました。     

総会では、首都圏にしせんぼく会小笠原会長、老松市長はじめ来賓の

方々に挨拶いただき、後藤健市議会議長の乾杯のご発声で懇親会が開会

しました。 

首都圏にしせんぼく会をふるさとから応援する会から、「あきたこまち

のおにぎり」と「いぶりがっこ」「しその実漬」など、ふるさとのなつか

しい味が提供され、参加された皆さんにたいへん喜んでいただきました。

また、昨年に引き続き大綱の里会員の方々の漬物が販売され今年も完売

となりました。 

参加された会員の皆様方はなつかしの味に舌鼓をうち、再会を喜んで

いました。 

ふるさとから応援する会は、今後も首都圏にしせんぼく会の活動を応

援していきたいと思います。 

【卒業校の校歌を歌う卒業生の皆さん】 

 

【参加者全員でふるさとを斉唱】 
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☆急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし☆ 

 

 

全国各地でクマによる人身事故が発生しており、西仙北地域内でも目撃情報が相次いでいます。 

 山林付近のほか、市街地での散歩、登下校時においてもクマの出没に十分注意してください。 

 

●クマを寄せ付けない対策のお願い 

・生ゴミや農地などに廃棄された野菜や果樹はエサになるほか、ガソリンなどの揮発性物質もク 

マを引き寄せる原因となります。収納庫に入れるなどの管理の徹底をお願いします。 

・車庫や物置等の扉は普段から閉めていただくよう、お願いします。 

  

＝大仙市役所西仙北支所・大仙市消防団西仙北支団・大曲消防署西仙北分署＝ 

 

 

【住宅防火】いのちを守る   のポイント 

４つの習慣 

  
 

 

６つの対策 

   

 

   

①寝たばこは絶対に 

しない、させない。 

 

②ストーブの周りに 

燃えやすいものを置かない。 

 

③こんろを使うときは

火のそばを離れない。 

 

④コンセントはほこりを清

掃し、不要なプラグは抜く。 

①火災の発生を防ぐために、ス
トーブやこんろ等は安全装置
の付いた機器を使用する。 

 

②火災の早期発見のために、 
住宅用火災警報器を定期的に点
検し、１０年を目安に交換する。 

 

③火災の拡大を防ぐために、部
屋を整理整頓し、寝具・衣類及び
カーテンは防炎品を使用する。 

 

④火災を小さいうちに消すた
めに、消火器等を設置し、使い
方を確認しておく。 

 

⑤お年寄りや身体の不自由な
人は、避難経路と避難方法を
常に確保し、備えておく。 

 

⑥防火防災訓練への参加、戸
別訪問などにより、地域ぐる
みの防火対策を行う。 

 

クマとの遭遇に十分注意してください 

１０ 

 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

 


